




























均メタン濃度は 63.6％，発電量は 11,937 kwh/年であ
り，一般家庭約 3.3戸分を発電した。また，生物脱硫
法により，発酵槽から排出される硫化水素の 90％以
上を除去することが可能であった。
消化液中の汚濁成分では全リンが低減しており，メ
タン発酵槽内において汚泥への取り込みや，リンの結
晶化が起こっていると考えられ，配管閉塞などが危惧
された。また，消化液浄化処理における汚濁成分除
去率は，BODが 98.4％，全窒素が 60.3％，全リンが
35.5％と BODの除去率は高かったが，全窒素，全リ
ンが残存し，より効率的な脱窒，脱リン方法の適応が
必要と考えられた。
日常運転経費については年間約 97万円で，そのう
ち購入電気代が約 43万円であった。発電量を増加さ
せることにより，購入電気代を削減させることが可能
であり，そのためには有機物を多く含む資材の添加等
が必要と考えられた。
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